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自
慢
や
誇
り
に
思
う
も
の
と

し
て
、
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト

の
ト
ッ
プ
に
上
げ
ら
れ
た
の
が「
交

通
の
利
便
性
」
で
す
。
中
央
部
を

阪
急
京
都
本
線
、
東
部
を
Ｊ
Ｒ
東

海
道
本
線
が
走
り
、
京
都
の
中
心

部
へ
は
10
～
15
分
、
大
阪
へ
は
約

30
分
で
行
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
市
の
東
部
に
は
、
名
神

高
速
道
路
や
国
道
1
7
1
号
、
東

海
道
新
幹
線
が
南
北
に
縦
走
し
て

い
ま
す
。

　

市
の
南
部
か
ら
西
山
へ
通
ず
る

京
都
第
二
外
環
状
道
路（
に
そ
と
／

平
成
25
年
３
月
開
通
予
定
）は
、
名

神
高
速
道
路
と
京
都
縦
貫
自
動
車

道
と
を
つ
な
ぐ
こ
と
に
な
り
、
新

た
な
に
ぎ
わ
い
と
交
流
を
生
み
出

す
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

に
そ
と
の
高
架
下
に
は
阪
急
新
駅

「
西
山
天
王
山
駅
」（
平
成
25
年
度

下
半
期
開
業
予
定
）も
建
設
さ
れ
、

南
部
地
域
の
活
性
化
に
新
た
な
一

歩
を
踏
み
出
し
ま
す
。

　

ま
た
、
市
内
の
交
通
が
不
便
な

地
域
の
解
消
や
、
高
齢
者
の
交
通

手
段
を
確
保
す
る
た
め
に
、
平
成

18
年
10
月
か
ら
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
「
は
っ
ぴ
ぃ
バ
ス
」
を
運
行

し
て
い
ま
す
。
北
コ
ー
ス
と
西
コ

ー
ス
の
２
つ
の
ル
ー
ト
を
走
り
、

夏
休
み
に
は
子
ど
も
無
料
乗
車
を

実
施
す
る
な
ど
、
市
民
に
親
し
ま

れ
て
い
ま
す
。

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、「
交

通
の
利
便
性
」
に
次
い
で

多
か
っ
た
の
が
、「
歴
史
的
景
観
」

と
「
み
ど
り
の
景
観
」
で
す
。
市

民
憲
章
に
も
「
長
岡
京
市
の
古
い

歴
史
と
伝
統
は
心
に
う
る
お
い
を

与
え
、
西
山
の
豊
か
な
緑
は
明
日

へ
の
英
気
を
養
っ
て
く
れ
ま
す
」

と
う
た
っ
て
い
ま
す
。

　
市
の
総
面
積
の
約
40
％
を
占
め

る
西
山
に
は
、
多
く
の
木
々
や
動

植
物
が
生
育
し
、
貴
重
な
緑
の
資

源
で
あ
る
と
と
も
に
、
代
表
的
な

景
観
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ハ
イ
キ

ン
グ
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
、
市
外
か

ら
も
多
く
の
人
が
訪
れ
、
自
然
に

親
し
ん
で
い
ま
す
。

美
し
い
西
山
を
守
り
、
育
て

る
た
め
に
、
市
民
団
体
や

森
林
所
有
者
、
地
元
企
業
、
行
政

な
ど
が
、
協
働
で
森
林
整
備
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
平
成
17
年
に

は
「
西
山
森
林
整
備
推
進
協
議
会
」

利
便
性
と
自
然
が

調
和
す
る
ま
ち

　
か
つ
て
「
長
岡
京
」
の
都
が
置
か
れ
、
王
城
の
地
と
し
て
栄
え
た
長
岡
京
市
は
、
歴
史
と
西

山
の
緑
に
育
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
京
都
・
大
阪
の
二
大
都
市
を
結
ぶ
中
間
に
位
置
す
る
地
の
利

に
も
恵
ま
れ
、
豊
か
な
自
然
や
歴
史
資
源
、
先
端
産
業
が
共
存
す
る
ま
ち
と
し
て
発
展
を
続
け

て
い
ま
す
。

コミュニティバス「はっぴぃバス」
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を
組
織
し
、
保
全
活
動
を
進
め
て

い
ま
す
。
本
市
で
は
、
市
民
活
動

が
活
発
で
、
中
で
も
放
置
竹
林
や

森
林
の
整
備
、
自
然
保
護
に
取
り

組
む
市
民
団
体
が
数
多
く
活
動
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
毎
年
秋
に
開

か
れ
る
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
行
事

に
は
、
大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で

1
5
0
人
を
超
え
る
市
民
が
参
加

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
活
動
を

通
し
て
、
一
時
は
衰
え
を
見
せ
て

い
た
森
林
も
、
地
下
水
の
か
ん
養

や
二
酸
化
炭
素
の
吸
収
な
ど
、
森

林
が
持
つ
本
来
の
機
能
を
取
り
戻

し
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
西
山
で
育
ま
れ
た
地
下

水
を
利
用
で
き
る
施
設
と
し
て
、

勝
竜
寺
城
公
園
に
「
ガ
ラ
シ
ャ
お

も
か
げ
の
水
」
を
設
置
し
て
い
ま

す
。
地
下
水
１
０
０
％
の
水
道
水

を
汲く

む
こ
と
が
で
き
、
毎
日
多
く

の
市
民
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

西
山
の
恵
み
と
し
て
、
忘
れ

て
は
い
け
な
い
の
が
タ
ケ

ノ
コ
で
す
。
ふ
も
と
に
広
が
る
竹

林
で
は
、
本
市
の
特
産
品
で
あ
る

タ
ケ
ノ
コ
を
、
農
家
の
み
な
さ
ん

が
愛
情
を
込
め
て
育
て
て
い
ま

す
。
本
市
を
含
む
乙
訓
地
域
一
帯

の
タ
ケ
ノ
コ
は
、「
京
都
式
軟
化

栽
培
法
」
と
呼
ば
れ
る
方
法
で
育

て
ら
れ
、
色
が
白
く
、
柔
ら
か
な

食
感
が
特
長
で
す
。
旬
の
季
節
に

は
、
市
内
の
あ
ち
こ
ち
で
タ
ケ
ノ

コ
直
売
店
が
姿
を
見
せ
、
春
の
風

物
詩
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
の
西
部
に
あ
る
寂
じ
ゃ
く
し
ょ
う
い
ん

照
院
に

は
、
宇
治
黄お

う
ば
く
さ
ん

檗
山
の
僧
が
、
中
国

か
ら
持
ち
帰
っ
た
孟も

う
そ
う
ち
く

宗
竹
を
植
え

た
と
す
る
伝
承
が
あ
り
、「
孟
宗

竹
発
祥
之
地
」
の
石
碑
が
建
て
ら

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
境
内
の
一

角
に
保
存
さ
れ
て
い
る
竹
林
は
、

平
成
24
年
に
京
都
府
の
登
録
有
形

文
化
財（
天
然
記
念
物
）に
登
録
さ

れ
ま
し
た
。

自
然
と
歴
史
が
織
り
な
す
景

観
を
次
世
代
に
引
き
継
ぐ

た
め
に
平
成
21
年
に
景
観
条
例
を

定
め
ま
し
た
。
市
内
に
は
、
西
山

の
緑
を
背
景
に
、
竹
林
や
田
畑
な

ど
の
自
然
が
市
街
地
に
多
く
残

り
、
長
岡
天
満
宮
や
光
明
寺
な
ど

の
神
社
仏
閣
の
ほ
か
、
江
戸
か
ら

大
正
に
建
て
ら
れ
た
国
登
録
有
形

文
化
財
の
古
民
家
な
ど
歴
史
資
源

に
も
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
ま

ち
に
暮
ら
す
人
た
ち
が
、
ほ
っ
と

落
ち
着
き
、
誇
り
や
ふ
る
さ
と
と

し
て
の
思
い
を
抱
く
景
観
づ
く
り

を
進
め
て
い
ま
す
。
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